
　

高
野
山
金
剛
峯
寺
は
、
弘
法
大
師
空
海
が

開
い
た
真
言
宗
の
総
本
山
、
日
本
が
誇
る
“
世

界
遺
産
”
で
す
。
高
さ
二
十
五
・
一
ｍ
も
あ
る

と
い
う
壮
大
な
大
門
に
始
ま
り
、
一
の
橋
か

ら
御
廟
ま
で
約
二
㎞
に
わ
た
っ
て
樹
齢
千
年

を
超
え
る
杉
林
が
続
き
、
そ
の
間
に
二
十
万

基
を
超
え
る
供
養
塔
と
、
中
門
、
金
堂
、
山

王
院
、
西
塔
、
御
影
堂
、
大
塔
、
不
動
堂
、

勧
学
院
、
東
塔
な
ど
の
堂
塔
、
僧
房
が
立
ち

並
び
、
弘
法
大
師
御
廟
、
金
剛
峯
寺
、
奥
の

院
へ
と
つ
な
が
る
霊
場
で
す
。
武
田
信
玄
や

石
田
光
成
な
ど
の
供
養
塔
も
あ
り
、
高
野
山

は
多
く
の
日
本
人
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
千
年
以
上
に
わ
た
り
、
そ
の
信
仰
は
続

い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
高
野
山
の
奥
の
院
に
、「
大
秦
景
京
流

行
中
国
碑
」
と
い
う
石
碑
が
建
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
高
さ
三
ｍ
、

巾
九
十
㎝
ほ
ど
の
大
き
な
石
碑
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
石
碑
に
何
が
書
い
て
あ
る
か
。
こ
れ

は
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
空
海
の
風
景
」
か

ら
の
受
け
売
り
で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
ま
ず

天
地
創
造
の
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
原
初
、

神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
人
間
が
原
罪
を
得
る

こ
と
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
が
神
の
子
と
し
て

誕
生
す
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
、

唐
の
太
宗
の
世
、
阿
羅
本
が
景
教
を
も
た
ら

し
て
長
安
に
入
り
、
太
宗
の
あ
つ
い
尊
崇
を

得
、
勅
命
に
よ
っ
て
長
安
義
寧
房
に
大
秦
寺

を
建
て
し
め
ら
れ
、
僧
二
十
一
人
が
得
度
し

た
」
云
々
と
書
い
て
あ
る
そ
う
で
す
。

　

高
野
山
の
奥
の
院
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
承

を
伝
え
る
碑
が
建
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
な
の
だ
そ
う
で
す
。

で
は
な
ぜ
、
高
野
山
に
そ
ん
な
石
碑
が
建
っ

て
い
る
の
か
。

　

実
は
、
石
碑
は
模
造
品
だ
そ
う
で
す
。
現

物
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
石
碑
に
記
載

の
あ
る
中
国
の
長
安
、
現
在
の
西
安
で
す
。

長
安
は
隋
、
唐
時
代
の
首
都
、
当
時
は
世
界

最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
西

安
に
高
野
山
の
石
碑
の
現
物
が
現
存
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

西
暦
四
三
一
年
、
ロ
ー
マ
教
会
か
ら
異
端

と
し
て
追
放
さ
れ
た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
と
言

わ
れ
る
古
代
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
ア
ジ
ア

へ
と
移
り
行
き
、
西
暦
六
三
五
年
に
は
つ
い

に
唐
の
長
安
に
ま
で
至
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
唐
の
太
宗
は
こ
れ
を
保
護
、
唐
で
は
キ
リ

ス
ト
教
を
「
景
教
」
と
し
て
、
布
教
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
七
八
一
年
、
彼
ら
ネ
ス
ト

リ
ウ
ス
派
の
人
た
ち
が
こ
の
石
碑
を
大
秦
寺

に
建
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
年
後
の

唐
の
武
宋
の
時
代
に
な
っ
て
景
教
は
弾
圧
さ

れ
、
石
碑
は
大
秦
寺
境
内
に
埋
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
一
六
二
五
年
、
田
園
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
土
地
か
ら
、
偶
然
、
石
碑
が

堀
り
出
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
が
な
ぜ
、
高
野
山
と
結
び
つ
く

の
か
。

　

弘
法
大
師
空
海
は
、
八
〇
四
年
（
延
暦

二
十
三
年
）、
遣
唐
使
の
留
学
僧
と
し
て
唐

に
渡
り
ま
し
た
。
大
秦
寺
に
石
碑
が
立
っ
て

二
十
五
年
後
、
ま
だ
景
教
が
盛
ん
な
頃
の
こ

と
で
す
。
司
馬
遼
太
郎
は
、「
空
海
の
風
景
」

の
中
で
、「
こ
の
碑
は
当
然
、
建
っ
て
二
十
数

年
後
に
長
安
に
い
た
空
海
の
目
に
と
ま
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。
空
海
の
よ
う
に
様
々
な
思

想
に
関
心
を
持
つ
男
が
、
義
寧
坊
の
大
秦
寺

を
訪
ね
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
し
、
訪
ね
れ

ば
必
ず
境
内
に
建
っ
て
い
る
こ
の
碑
を
見
た

に
違
い
な
い
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

明
治
に
入
り
、
中
国
西
安
の
石
碑
か
ら
模

造
品
が
作
ら
れ
高
野
山
奥
の
院
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
は
、
長
安
で
密
教
を
学
び
、
日
本

に
帰
国
、
真
言
密
教
（
真
言
宗
）
を
開
き
、
高

野
山
に
金
剛
峯
寺
を
建
て
ま
し
た
。
真
言
宗
で

は
、「
大
日
如
来
」
を
全
て
の
宇
宙
を
成
り
立

た
せ
て
い
る
教
主
と
し
、
全
て
の
教
え
は
こ
の

大
日
如
来
、す
な
わ
ち
根
源
の
教
主
か
ら
直
接
、

法
を
学
ぶ
こ
と
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
景
教

の
「
景
」
と
い
う
字
は
、「
日
」
と
「
京
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
京
」
と
い
う
字
は
、

数
字
の
単
位
で
い
え
ば
、
百
、千
、万
、億
、兆
、

京
の
「
京
」
で
“
大
き
い
”
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
景
」
と
は
「
大
日
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
…
。

　

世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
宗
教
も
、
根
本
は
宇
宙
や
自
然
、
生

命
の
「
秩
序
」
を
司
る
目
に
見
え
ぬ
存
在
へ
の

畏
敬
、
人
へ
の
慈
愛
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ル

サ
レ
ム
の
ガ
ザ
で
続
く
戦
闘
な
ど
、
宗
教
が
原

因
で
の
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
。
宗
教
と
は
、
所
詮
、
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
派
の
自
己
主
張
の
場
で
あ
り
、
真
言
密
教

の
総
本
山
高
野
山
が
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
石
碑

の
建
立
を
認
め
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
寛
容
さ
を

持
つ
こ
と
は
困
難
な
の
で
し
ょ
う
か
。

参
議
院
議
員

名
誉
顧
問

藤
井
基
之

高
野
山
の
景
教
碑

藤
ふじ

井
い

　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心して
暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿社会
を創るために何が必要か、を政治活動の根底にお
いています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして明
日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全確
保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、薬
事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法改正、
国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長
平成 24 年　自由民主党広報本部　副本部長
　　　　　　広報本部新聞　出版局長
平成 25 年　自由民主党党紀委員会　委員
　　　　　　裁判官弾劾裁判所　裁判員
現在　　　　原子力問題特別委員会　委員長

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師
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